
 

３
月
23
日
閉
会
し
た
区
議
会

第
１
回
定
例
会
で
２
０
２
０
年

度
渋
谷
区
予
算
が
成
立
し
ま
し

た
。
田
中
ま
さ
や
議
員
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
や
消
費
税
な
ど
、
く
ら
し

や
営
業
が
大
変
な
今
こ
そ
、
く
ら

し
、
福
祉
最
優
先
の
予
算
に
転
換

を
と
、
区
長
提
案
の
予
算
に
対
す

る
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
前

回
に
引
き
続
き
、
反
対
討
論(

要

旨)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 予
算
に
反
対
す
る
第
１
の
理
由

は
、
区
民
の
く
ら
し
が
大
変
な

時
に
、
負
担
増
と
福
祉
・教
育
の

切
り
捨
て
を
押
し
付
け
、
福
祉

の
増
進
義
務
を
負
う
区
の
責
任

を
放
棄
し
て
い
る
か
ら 

 

区
民
の
く
ら
し
は
か
つ
て
な

く
深
刻
で
す
。
昨
年
秋
の
日
本
共

産
党
区
議
団
の
「
く
ら
し
と
区
政

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も

65

％
が
、

生
活
が
苦
し
い
と
訴
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
消
費
税
が10

％

に
増
税
さ
れ
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
方
は
、「
３
月
の
舞
台
は
す

べ
て
中
止
、
収
入
は
ゼ
ロ
」、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
店
主
は
、「
３

月
の
売
り
上
げ
は
、
例
年
よ
り
２

割
減
。
運
転
資
金
を
借
り
て
も
返

せ

る

見

込

み

も

な
い
」
な

ど
、
悲
痛

な

声

が

寄

せ

ら

れ

て

い

ま
す
。 

   

新型コロナウイルス感染症の影響による離職等による 

総合支援資金 生活支援費(特例貸付)のご案内 
貸付額 ２人以上世帯 月２０万円以内 

         単身世帯   月１５万円以内 

●貸付金交付 申請から交付まで、最短２０日 

●貸付期間  原則３か月以内    

●据置期間 １年以内 

●返済期間  １０年以内(１２０回以内) 

●連帯保証人 不要        ●利子 無利子 

 

 

区
議
会
第
１
回
定
例
会―

最
終
本
会
議
で
の
田
中
ま
さ
や
議
員
の
討
論
② 

こ
ん
な
時
こ
そ
、
く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
の
予
算
に
転
換
を 
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日本共産党渋谷区議会議員 福祉保健委員長 

田中まさや事務所 ℡03-6276-0834 

〒151-0071 渋谷区本町 6-38-8-1A 

ブログ：http:// masaya-jcp.blogspot.jp 田中 
新型コロナ対策で、区長に２度目の緊急要請 

日本共産党区議団は、３月２７日区長に対して、新型コロナの影響から、区民と中小

業者を守るための緊急要請を行いました。(下記参照) 

新型コロナウイルス感染拡大の影響から、区民と中小業者を守る緊急要望書 

 新型コロナウイルスの感染拡大によって、区民のくらしと福祉、中小業者に重大な

影響が及んでおり、都内でも、小池都知事が週末外出自粛要請を行う事態となってい

ます。 

日本共産党渋谷区議団にも、「昨日から、予約が次々とキャンセルになっている。

今月の店賃も払えない」（飲食店）、「地元の小規模旅行代理店が今月廃業した」（本

町）、「感染を恐れて利用者がこなくなっている。長期化すれば廃業せざるを得ない」

（デイサービス事業者）、「基礎疾患のある利用者は通所を控えてもらうしかない。職

員の給料が払えるか心配」（障がい者通所施設）などの切実な声が寄せられています。 

新型コロナウイルスの感染が深刻化・重大化するもとで、自粛要請を実効あるもの

とし、感染拡大を防止するうえで、国や自治体の支援が緊急に求められています。 

感染拡大の防止と区民のくらし、福祉、中小業者の営業を守るために、区として早

急に実施するよう下記の事項について要望いたします。 

記 

○ 新型コロナウイルスから区民のいのちとくらし、中小業者の営業を守るため、以

下の様な支援を行うための補正予算を組むこと。 

○ 民間の高齢者・介護施設、障がい者施設の実態を調査して、家賃・地代や水光熱

費、リース代をはじめ、事業を存続するために必要な固定費を直接助成すること。

障がい者施設については助成額を増額し前倒し支給すること。 

○ 国民健康保険料については、新型コロナウイルスの影響で、収入が減っている被

保険者に対して減額免除を行うこと。 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う特別融資については、今申し込んでも５月

以降の受付になる事態となっている。窓口、体制の拡充など、速やかに融資が受

けられるよう改善すること。 

○ 小中学校の給食食材等の納入業者に対して、損失を補填する措置をとること。 

○ マスクや消毒液については、医師会未加入も含めてすべての医療機関の実態を把

握して給付すること。医療機関や民間介護施設などすでに「貸与」したマスクに

ついては、「給付」すること。 

○ 社会福祉協議会が実施している休業者、失業者への生活福祉資金の特例貸付につ

いては、区のホームページや区ニュースなどで広く周知すること。 

○ 政府や都の自粛要請によって厳しい苦境に立たされている事業者、個人に対して、

1）雇用調整助成金の対象には補助率を１０分の１０に引き上げ、フリーランスや

雇用保険未加入の非正規労働者にも一般労働者と同程度の水準の所得補償を実施

すること、2）家賃・地代や水光熱費、リース代をはじめ、事業を存続するために

必要な固定費を直接助成することを、国や都に求めること。 

以上 

 

まさや 
Ｎｏ．４６９ 

２０２０年 

４月３日号 

区政リポート 渋谷区議会議員 

●
裏
面

に
続
く 

 

新型コロナウイルス感染症の影響による離職等による 

福祉資金 緊急小口資金(特例貸付)のご案内 
貸付額 ２０万円以内(一括交付) 

●貸付金交付 申請から交付まで、一週間程度 

●据置期間 １年以内    ●返済期間 ２年以内(２４回以内) 

●連帯保証人 不要   ●利子 無利子 

 ※どちらの制度も、対象は、新型コロナ感性症の影響で、失業や収入

の減少で生活が困窮している方。 

詳細は、社会福祉協議会(渋谷区役所２階 ☎03-5457-2200) 

http://tmasayan.exblog.jp/


 

ま
す
。 

学
校
図
書
館
専
門
員
か
ら
、

「
継
続
し
、
安
定
し
た
子
ど
も
と

の
か
か
わ
り
、
学
校
と
の
連
携
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
、
ひ
と
り
一
人

の
子
ど
も
が
読
書
の
楽
し
さ
や

学
び
探
求
す
る
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
え
る
。
委
託
で
は
、
子
ど
も

へ
の
支
援
や
学
校
と
の
連
携
は

安
定
し
な
い
の
で
は
」
と
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
学
び
と
成
長
に
寄
り
そ
っ

て
き
た
学
校
図
書
館
専
門
員
を

解
雇
す
る
こ
と
は
、
公
教
育
に
対

す
る
責
任
放
棄
で
あ
り
言
語
道

断
で
す
。
雇
用
を
継
続
し
、
学
校

図
書
館
法
で
も
位
置
付
け
て
い

る
よ
う
に
、
学
校
ご
と
に
常
勤
の

学
校
司
書
を
配
置
す
べ
き
で
す
。 

福
祉
の
切
り
捨
て
が
、
区
民
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
長
谷
部
区
長

の
下
で
こ
の
間
、
高
齢
者
寝
具
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
化
、
高
齢
者

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
利
用
料
は
１
．
５

倍
化
、
上
乗
せ
訪
問
入
浴
は
要
支

援
者
を
対
象
か
ら
外
し
、
障
が
い

者
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
月
１

１
０
０
円
削
減
、
児
童
発
達
支
援

も
有
料
化
、
生
活
保
護
世
帯
の
夏

冬
の
見
舞
金
を
廃
止
す
る
な
ど
、

次
々
と
区
独
自
の
福
祉
制
度
を

切
り
捨
て
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者

が
尊
厳
を
保
ち
自
立
し
た
生
活

を
お
く
る
た
め
に
、
介
護
保
険
の

対
象
外
と
な
る
上
乗
せ
訪
問
介

護
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
区
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
２
０
２
０
年

度
予
算
は
１
９
年
度
比
８
８
８

万
円
８
．
７
％
削
減
、
こ
の
５
年

間
で
８
０
６
７
万
円
削
減
し
、
予

算
を
半
減
さ
せ
て
い
ま
す
。
毎
年

行
っ
て
き
た
民
生
委
員
の
一
泊

研
修
を
３
年
に
１
回
に
し
て
し

ま
う
こ
と
に
、
民
生
委
員
か
ら
も

批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
や
生
活
保
護
世
帯
、
障

が
い
者
の
尊
厳
と
自
立
し
た
生

活
を
支
え
る
渋
谷
区
独
自
の
福

祉
を
切
り
捨
て
続
け
て
い
る
こ

と
は
、
福
祉
の
増
進
に
責
任
を
負

う
自
治
体
と
し
て
の
責
任
放
棄

で
あ
り
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
切
り
捨

て
た
施
策
を
復
活
し
、
さ
ら
に
充

実
す
べ
き
で
す
。 

 第
２
の
理
由
は
、
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
求
め

る
声
に
背
を
向
け
て
い
る
。 

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

を
認
可
保
育
園
に
入
れ
て
ほ
し

い
と
の
保
護
者
の
願
い
は
切
実

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
４
月
の

入
園
申
し
込
み
者
は
、
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
で
、
受
け
入
れ
可
能
数

を
３
９
３
人
上
回
っ
て
お
り
、
待

機
児
が
出
る
深
刻
な
事
態
で
す
。

２
０
２
０
年
度
予
算
で
５
園
を

新
設
す
る
計
画
で
す
が
、
ど
れ
も

２
０
２
１
年
４
月
以
降
の
開
設

で
す
。
ま
た
、
来
年
度
も
同
規
模

の
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
こ
の
５

園
だ
け
で
は
低
年
齢
児
を
中
心

に
待
機
児
を
ゼ
ロ
に
で
き
ま
せ

ん
。
認
可
保
育
園
の
増
設
の
た
め

の
予
算
を
増
や
す
と
と
も
に
、
早

急
に
保
育
士
を
確
保
し
、
質
を
保

ち
な
が
ら
安
定
し
た
保
育
が
で

き
る
区
立
認
可
保
育
園
の
増
設

を
中
心
に
す
べ
き
で
す
。 

 

保
育
士
の
処
遇
改
善
も
待
っ

た
な
し
で
す
。
世
田
谷
区
の
よ
う

に
、
区
独
自
に
賃
金
引
き
上
げ
を

行
う
と
と
も
に
、
保
育
職
員
宿
舎

借
上
げ
助
成
制
度
を
す
べ
て
の

保
育
職
員
に
拡
大
す
べ
き
で
す
。 

 

放
課
後
ク
ラ
ブ
に
、
新
た
に
有

料
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

格
差
と
貧
困
が
深
刻
な
中
で
、
学

童
保
育
を
必
要
と
す
る
す
べ
て

の
子
ど
も
が
、
経
済
的
差
別
な
く

安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
場

に
、
お
金
の
あ
る
な
し
で
差
別
を

持
ち
込
む
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
無
料
に
す
べ
き
で
す
。 

 

学
校
給
食
無
償
化
を
す
る
自

治
体
が
広
が
っ
て
い
る
中
で
、
無

償
化
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
は
、
子

ど
も
の
豊
か
な
食
育
や
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
材
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
や

か
な
成
長
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
費
は
、
学
生
で
６
万

１
４
７
６
円
と
義
務
教
育
に
か

か
る
保
護
者
負
担
と
し
て
は
最

も
重
い
も
の
で
す
。
小
中
学
校
で

無
償
化
に
必
要
な
予
算
は
年
間

３
億
８
千
万
円
で
す
。
直
ち
に
実

施
す
べ
き
で
す
。 

 

高
校
生
ま
で
医
療
費
窓
口
負

担
を
無
料
化
し
て
い
る
自
治
体

は
、
全
国
で
５
４
１
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
お
金
の
こ
と

を
心
配
し
て
、
医
者
に
か
か
る
の

を
遠
慮
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

９
９
０
０
万
円
で
実
現
で
き
る
高
校
生
の
医
療

費
の
無
料
化
は
、
直
ち
に
実
施
す
べ
き
で
す
。 

難
聴
高
齢
者
が
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
認

知
症
を
予
防
し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
保
障
す
る

上
で
重
要
で
す
。
補
聴
器
購
入
助
成
に
は
東
京
都

も
補
助
し
て
お
り
、
今
年
１
０
区
に
広
が
り
ま

す
。
高
齢
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
直
ち
に
実

施
す
べ
き
で
す
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
３
３
８

人
と
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。
「
一
人
暮
ら
し
の

姉
が
認
知
症
を
発
症
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
な
い
の
に
、
区
内
の
特
養
は
い
つ
入
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
、
在
宅
介
護
は
限
界
と
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
計
画
は
、
高

齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
跡
地
複
合
施
設
の
８
４
床

だ
け
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
に
、
特
養
を
と
の

願
い
に
こ
た
え
て
直
ち
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
計
画
を
た
て
る
べ
き
で
す
。
ケ
ア
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
原
宿
の
丘
の
再
整
備
の
際
も
特
養
を

整
備
し
、
幡
ヶ
谷
２
丁
目
の
都
営
住
宅
跡
地
、
本

町
１
丁
目
の
警
察
寮
跡
地
の
早
期
取
得
、
民
有
地

の
借
り
上
げ
な
ど
で
用
地
を
確
保
す
る
と
と
も

に
引
き
続
き
代
々
木
２
３
丁
目
の
国
有
地
の
活

用
の
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
低
所

得
者
で
も
入
居
で
き
る
従
来
型
や
多
床
室
を
増

床
す
べ
き
で
す
。 

 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

新
年
度
か
ら
、
介
護
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
助
成
制

度
を
創
設
し
、
区
独
自
に
処
遇
改
善
に
乗
り
出
し

た
点
は
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、
１
事
業
者
に
１

戸
、
月
５
万
円
で
４
０
人
分
、
２
４
０
０
万
円
の

予
算
で
は
不
十
分
で
す
。
制
度
を
改
善
し
規
模
も

拡
大
す
べ
き
で
す
。 

 

ま
た
、
最
も
深
刻
な
訪
問
介
護
士
は
、
６
０
歳

以
上
が
全
体
の
６
割
以
上
を
占
め
、
専
門
職
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
若
い

介
護
士
が
希
望
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
、
国
に
対

し
て
大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
と

し
て
も
賃
上
げ
す
べ
き
で
す
。 

 

日本共産党区議団が、渋谷区予算に反対する理由 

●第１の理由は、区民のくらしが大変な時に、負担

増と福祉・教育の切り捨てを押し付け、福祉の増

進義務を負う区の責任を放棄している。 

●第２の理由は、子育て支援や高齢者福祉の充実

を求める声に背を向けている。 

●第３の理由は、区民無視、くらし、福祉を後退させ

る一方で、財界戦略として、国際競争力を高める

ために、大企業の儲けを最優先にしている。 

●第４の理由は、不要不急の無駄遣いをしてい

る。 

 ※次号は第３、第４の理由をご紹介する予定です。 

 

こ
ん
な
時
こ
そ
、
く
ら
し
、
福
祉
、
子
育
て
・
教

育
へ
の
手
厚
い
支
援
で
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の
く
ら

し
に
希
望
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

渋
谷
区
の
２
０
２
０
年
度
予
算
は
、
過
去
最
高
の
１

０
５
２
億
４
９
０
０
万
円
と
前
年
度
比
１
２
８
億
円

も
増
や
し
、
基
金
な
ど
の
た
め
込
み
も
１
０
７
９
億

円
と
こ
の
５
年
間
で
３
９
４
億
円
５
８
％
も
増
や
し

て
い
る
の
に
、
区
民
に
は
負
担
増
と
福
祉
切
り
捨
て

の
連
続
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
料
は
１６
年
連
続
の
値
上
げ
で
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
や
非
正
規
労
働
者
、
高
齢
者
に
払
い
き

れ
な
い
高
額
な
保
険
料
を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
も
値
上
げ
し
、
低
年

金
の
高
齢
者
に
過
酷
な
負
担
を
強
い
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
わ
が
党
区
議
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
活

苦
の
原
因
と
し
て
、
物
価
の
値
上
が
り
と
と
も
に
社

会
保
険
料
・
税
の
負
担
だ
と
答
え
て
い
ま
す
。
区
民

の
く
ら
し
を
破
壊
す
る
負
担
増
を
押
し
付
け
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

今
年
４
月
か
ら
学
校
図
書
館
専
門
員
を
突
然
解
雇

し
、
民
間
委
託
に
切
り
替
え
、
し
か
も
学
校
か
ら
切

り
離
し
て
中
央
図
書
館
の
所
属
に
し
よ
う
と
し
て
い 


